
1 a制査局的

日 本 海 底 棲 生物調査

担当者 技師沢 i岡兼造

。 富永武治

瑞鴎丸

船長
橋本留厳

ー本県日本海艇作崎海域における主要底桧魚族の時期別，深度別，漁穫組成}囲遜生態等を把

握し，底びき網漁業の発展に賞する。

E 調査内容
1. 謁査場所 青森県8本海沖合栂或

Z 調査期間 昭和42年 12月 11日~脳和43年5月 30日

3. 調査項目及び方法

a 項 目 魚種別月別漁穫高2操業樹茎別水深別漁移高，月別漁穫推移

b 方、 法 試験船瑞鴎丸(4 0.8 1トシテーゼル 160 P・s)により綾びき，底

ぴき網漁法により調査 t

直 諭査結集

瑞蹴丸により昭和42年 12月11日から調査を開始したカ奇麗まま期間中における操業日数は 5

6日で曳網回数は 160回〈内曳網不能回数6回J総漁穫量は5.915K9であった。
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第 1 表

調査期間中における漁料物の主な魚穏組成並に漁獲高
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第 2 表

月J.jlj，魚種別，漁獲高推移 ( 1 2.f;J分 J
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( 4 3年 1月分)

「一一
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表4 第

( 4 3年 2月分 j
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漁 F雪 数 量

ヒ ラ メ 198K9 
カ コト ガ 乙/ フ 98 
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第 6 表

月別繰楽日数， fえ和回数，漁獲量及び1曳総当り漁盤;量

第 7 表

主要魚種別，年別，漁獲高比較表
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又，本年度実施した調査の操業海区別，水深別漁獲高は弟 1闘のとおりである。

4 2年は 12月11日から操業闘始(4 1年度より約1ヶ月早く操業した)1 2月中の操業日数

は4 日間で昨年度向様フグ漁が目立つむ昨年度検獲されたフグは体長 15--17閣のものが大

商3分であったが，本年は豆フグ(ナメラフグ)1 0 CJ.'I前後のものが多く漁獲された。

各漁場とも水深 90--120C-'1Ilであり，魚価の高いヒラメ，アプタツノダメ等は当初から不抜

の傾向を呈していた。漁努:水温も(表面)昨年同期より 100ぐらい高かった良係かブグなどの漁

獲ば 1月に入ってからも ifl獲されむなお 1月に入ってから?日出漁したが，漁場は 12月とほ

Y向侮区で漁獲物も前月両様ヒラメ，カアガレラ，フグが主なものであった。

1 2月には挨主主・しなかったE試合瀬沖の水深 120--170m線で主主z楽してみたが不振に終った

漁場表面水温は上告J平均 11.8"0申告J平均 11. 0 '0下合克三均1O. 0 "0であった。

2月に入り峠イむつY;'さのため 11 臼より出漁しなかったが，ヒラメ，カナガシラ，ノドグ口，

パパガレイ等が主なもので，フグはだんだん少くなってきている。

漁場は深滅的舛1-..J員一金崎長Fで水傑90--120n;であったが表面水温1，立 9.0 00___ 9， 4 "0でめっ

た，

五月はぬ洋観泌を笑施した hめ 12厄j出漁しただけで，議場は深j市iヰゆミら田の沢沖でヒラメ，
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ノドグロ，カレイ類が主体であった。

昭和 41年度と昭和42年度を比較すると 42年ほカナカジラが少々多く漁獲され，その他ば

全漁種とも 3.6%-6. 5%少し、。

N 考‘察

鯵ケ沢，深浦港における底びき網漁業者は，その年のアプラツノザメ回遊量と漁場の選定に

よって漁獲の増減が支配されているが，深浦地区では作崎地区が主漁場であり，本年の底ぴ

き網漁業は.3 4年以降最も悪い潟、で5月未までに 2トシ前後の漁獲よりなかった。

文，深械における漁場は水深?口 -120m前後のところであり，例年ヒラメ，カレイ類の

多獲される漁場でもあったが，試験船のヒラメの漁獲量をみると 41年度は 1.6 7 1 K9. 4 2 

年度は 1.0 9 6 Kg:となっており.4 1年度より 6.56%少なくなっている。

このような漁撞減少の打開策として 42年度2月幸洋丸により深海漁場開発をこ hるみ，久

六島周辺を試験操業した結果ズワイガニの接豆、が吟とめられ，今後は絵続試験を実施すべきも

のと考えられる。

同時にアプラツノザメについては，海況の変化等による回遊移動の究明のため，標識放流を

実施しなければならないと考えられる。
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第 1 図


